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論文内容の要旨
本論文は， Co-60 の T 線照射により， 不飽和カノレボン酸及びrαーケト酸の数種のものにつき，
それぞれを放射線化学的にアミノ化して， 7 種に上るアミノ酸を得，かっそれらの生成条件の吟
味，収量の決定，反応機構の解明を行なったところを 6 章にまとめている。
第 1 章緒言では，無声放電，電子ビームあるいはX線でアミノ酸を合成した従来の報告につい
て述べ， r 線照射で行なった本研究の位置を明かにしている。
第 2 章においては，実験方法の全般について述べている。すなわち，試料の品質と溶液調製，
T 線照射要領，アミノ酸分析法の各種(電気泳動法，アミノ酸自動分析計法，ペーパークロマト
グラフ法，光電光度法及び ESR 法)の説明をしている。
第 3 章では，不飽和カノレボン酸としてフマーノレ酸及び、マレイン酸を選び，二重結合の一つの炭
素をアミノ化することによってアスパラギン酸を得ている。そこで試料酸に対するアンモニアの
濃度， r 線量 l乙最適量のあることを見出しているほか，反応過程を考察しその機構解明につとめ
ている。すなわち水の放射線分解で生じたH または水和電子が試料酸に作用して遊離基をつくり，
OH がアンモニアに作用して NH2 をつくり，乙れらが付加してアミノ化する過程を示した。 乙
れについては ESR 法による遊離基の証明と， OH を Iーによって捕捉することによって反応速
度が低下する事実とで確かめている。
第 4 章では， αーケト酸のケト基をアミノ化してアミノ酸をつくる一連の研究について述べて
いる。すなわち αーケトグノレタノレ酸からグルタミン酸を， ピノレピン酸からアラニンをフェニノレピ
ノレピン酸からフェニノレアラニンを， インドーノレピノレピン酸からトリプトファンを， αーケトイソ
パレリン酸からパリンを， αーケトイソカプロン酸からロイシンを得ている。 そして各試料酸と
アンモニアの濃度比， G値，及び T 線量との関係を実験的に求めている。 つぎに αーケト酸の
-384-
T 線照射による還元アミノ化の機構を明かにしている。すなわちケト基の還元をすると見られる
水の放射線分解生成物Hあるいは水和電子を捕捉して反応度が低下するかどうかを試している。
そのため NOs- を添加すれば αーケトグノレタノレ酸よりのク勺レタミン酸の生成が:90%減じ， 水和
電子が大部分参与していたことが知られ，かつアリノレアノレコーノレでHを捕捉するとアミノ酸の収
率が10%下り Hが 1 割参与していたことが確められた。 また NH3 より遊離基 NH2 を生ずる
OH は， KI または HCOONa によっても捕捉することができ， アミノ化が阻止されるところか
らケト酸の還元アミノ化の機構を明かにした。
第 5 章では，酵素によっておこるアミノ化や光合成における水素の挙動などと， r 線による反
応との比較考察を行なっている。
第 6 章は結論で，本研究の全般にわたってのまとめを述べている。
なお，付録としてペーパークロマトグラフ及びアミノ酸自動分析計によって得た図の例を挙げ
ている。
論文の審査結果の要旨
不飽和力 jレボン酸あるいは α- ケト酸にアンモニア水をまぜ 60CO 線源よりのガンマ線で照射
し，二重結合の一方の炭素またはケト基をアミノ化する乙とにより， 7 種のアミノ酸の放射線化
学的生成に成功している。 生成した各アミノ酸は各様の分析法を用いて確かめ， 実験条件と
100eV 当り収率との関係を詳しく検討している。 また反応機構について試料の酸が水の放射線
分析の結果生成した水和電子によって主として還元をうけ，一部はH によって還元されて遊離基
となり， 一方アンモニアが OH によって遊離基 NH2 を生じ， これら両遊離基の付加の過程を
とることを明かにした。
このように生体内反応や触媒によらず，アミノ酸を生成しかっ機構を明かにしたことは放射線
工学に貢献するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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